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ces（SOCS）

煩雑さから解

きるように

上とコスト削

す。       

          

  

1-2 ランドア

ンサルティ

EC、ERP、プロ

ing、O2Oマー

。 

商標です。 

「SI Omni 

国産 EAI ベン

動化と業務の

－統合デー

解放し、デー

なります。 

削減に貢献す

        

    代表取

アクシスタワ

ング、  

ロジェクト管

ーケティング

Channel Se

ンダーとして

の効率化を支

ータ連携サー

ータの収集・

するため、株

株式会社ア

取締役社長 

ワー32階 

管理、データ

グ等）  

ervices

て、データ

支援してき

ービス－」

管理やシ

株式会社シ

アプレッソ

小野 和俊

タ


